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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成28年9月29日(2016.9.29)

【公表番号】特表2015-528408(P2015-528408A)
【公表日】平成27年9月28日(2015.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2015-060
【出願番号】特願2015-531934(P2015-531934)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  43/12     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/32     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   43/12     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   43/32     　　　　
   Ｂ２９Ｋ  105:08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月10日(2016.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
 予め積層された複合積層材（２０２）からフランジ付き構成要素（１０２）を製造する
ための装置（２００）であって、
  前記予め積層された複合積層材（２０２）に結合される支持構造（２０４）と、
  前記支持構造（２０４）に結合される成形リング（４０２）であり、リング案内面（４
０８）および半径方向接触面（４１０）を含み、前記半径方向接触面（４１０）が前記予
め積層された複合積層材（２０２）に結合するように構成される、成形リング（４０２）
と、
  前記成形リング（４０２）に結合される分割された複数の成形プレート（５０２）であ
り、各成形プレート（５０２）が、凹面（５１０）およびプレート案内面（５０４）およ
びリング接触面（５１４）を含み、前記凹面（５１０）が前記予め積層された複合積層材
（２０２）に結合するように構成され、前記プレート案内面（５０４）が前記リング案内
面（４０８）に結合するように構成される、成形プレート（５０２）と、
  前記成形リング（４０２）および前記複数の成形プレート（５０２）に結合されるオー
トクレーブ（６００）であり、前記成形リング（４０２）および前記複数の成形プレート
（５０２）に圧力を加えて、各成形プレート（５０２）の前記プレート案内面（５０４）
を前記リング案内面（４０８）に沿って移動させて、前記予め積層された複合積層材（２
０２）からの空隙（３２２）の除去を促すように構成されるオートクレーブ（６００）と
、
を備え、
  前記リング案内面（４０８）および前記プレート案内面（５０４）が、傾斜して形作ら
れ、前記プレート案内面（５０４）が、前記半径方向接触面とリング接触面との間の軸方
向距離が減少するように前記リング案内面（４０８）に沿って第１の位置（６０１）から
第２の位置（７０１）へ移動し、該第２の位置から前記半径方向接触面と前記リング接触
面とが接触する第３の位置まで移動する、装置（２００）。
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【請求項２】
  複合積層材（２０２）からフランジ付き構成要素（１０２）を製造するための装置（２
００）であって、
  前記複合積層材（２０２）に結合される支持構造（２０４）と、
  前記支持構造（２０４）に結合される成形リング（４０２）であり、リング案内面（４
０８）および半径方向接触面（４１０）を含み、前記半径方向接触面（４１０）が前記複
合積層材（２０２）に結合するように構成される、成形リング（４０２）と、
  前記成形リング（４０２）に結合される分割された複数の成形プレート（５０２）であ
り、各成形プレート（５０２）が、凹面（５１０）およびプレート案内面（５０４）を含
み、前記凹面（５１０）が前記複合積層材（２０２）に結合するように構成され、前記プ
レート案内面（５０４）が前記リング案内面（４０８）に結合するように構成される、成
形プレート（５０２）と、
  前記成形リング（４０２）および前記複数の成形プレート（５０２）に結合されるオー
トクレーブ（６００）であり、前記成形リング（４０２）および前記複数の成形プレート
（５０２）に圧力を加えて、各成形プレート（５０２）の前記プレート案内面（５０４）
を前記リング案内面（４０８）に沿って移動させて、前記複合積層材（２０２）からの空
隙（３２２）の除去を促すように構成されるオートクレーブ（６００）と、
  前記成形リング（４０２）および前記分割された複数の成形プレート（５０２）に負圧
を加えて、前記リング案内面（４０８）に沿った各成形プレート（５０２）の前記プレー
ト案内面（５０４）の移動を促すように構成される真空バッグ（６０６）と
を備える、装置（２００）。
【請求項３】
  前記分割された複数の成形プレート（５０２）が、結合されて円を形成する、請求項１
又は２に記載の装置（２００）。
【請求項４】
  前記半径方向接触面（４１０）および前記凹面（５１０）が、空洞（６１２）を形成す
るように構成される、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の装置（２００）。
【請求項５】
  前記オートクレーブ（６００）が、前記成形リング（４０２）および前記分割された複
数の成形プレート（５０２）に熱を加えるように構成される、請求項１乃至４のいずれか
１項に記載の装置（２００）。
【請求項６】
  前記成形リング（４０２）に結合されたスペーサ（４２０）をさらに備える、請求項１
乃至５のいずれか１項に記載の装置（２００）。
【請求項７】
  前記半径方向接触面（４１０）に結合され、曲線状端部を有するスペーサ（４２０）を
さらに備える、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の装置（２００）。
【請求項８】
  前記リング案内面（４０８）および前記プレート案内面（５０４）が、傾斜して形作ら
れる、請求項２に記載の装置（２００）。
【請求項９】
  前記プレート案内面（５０４）が、前記リング案内面（４０８）に沿って第１の位置（
６０１）から第２の位置（７０１）へ移動するように構成される、請求項２に記載の装置
（２００）。
【請求項１０】
  前記支持構造（２０４）、前記成形リング（４０２）および前記分割された複数の成形
プレート（５０２）に結合される真空バッグをさらに備える、請求項１に記載の装置（２
００）。
【請求項１１】
  前記成形リング（４０２）および前記分割された複数の成形プレート（５０２）に負圧
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を加えて、前記リング案内面（４０８）に沿った各成形プレート（５０２）の前記プレー
ト案内面（５０４）の移動を促すように構成される真空バッグをさらに備える、請求項１
に記載の装置（２００）。
【請求項１２】
 前記真空バッグは、前記支持構造（２０４）、前記成形リング（４０２）および前記分
割された複数の成形プレート（５０２）に結合される、請求項２に記載の装置（２００）
。
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